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（第１回懇談会） 

（第２回懇談会） 

 

〔昨年度の懇談会の総括〕 

 

〔各班で出されたまちの目指すべき将来像に欠かせないキーワード〕 
午前の部 午後の部 

Ａ班 Ｂ班 Ｃ班 Ｄ班 Ｅ班 Ｆ班 
・(今の)まちのイ
メージ  

・暮らしやすい  
・安心  
・歩行者  
・保全  
・緑 
・来訪者  
・インバウンド 
・情報発信 
・空家活用 
・祭り 

・継承  
・お店（営業） 
・バリアフリー  
・安全・防犯  
・交流・連携・つ
ながり  

・文化・個性  
・教育・育てる 
・続ける  
・気遣い 

・らしさ  
・個性  
・調和 
・安心・安全  
・互いに支える  
・緑 
・残す  
・継承する  

・人 
・まちの賑わい 
・バリアフリー  
・マナー 
・安全・安心  
・個性  
・適度なサイズ感  
・流動性・多様性 
・調和 

・自由 
・適度な規模  
・つなげる  
・安心・優しい  
・寛容  
・続ける  

・西荻らしさ  
・コンパクト  
・安全・安心  
・バリアフリー  
・子ども 
・人と人との思い
やり  

・マナー  
・匠  
・古き良き・歴史  
・自分たちで 

 

 

〔各班で出されたまちづくりの目標・実現に向けた取り組み視点〕 

班 まちづくりの目標 実現に向けた取り組み視点 目標の実現に向けた取り組み方向 

Ａ 

個性ある（西荻らしい）魅力のある
まち 

・個性ある商店を開店する起業者の支援         ・地域密着を促進する空き店舗の活用 
・定期的な催しの開催による賑わいの創出        ・情報発信 

●個性を活かしたまちの活性化 

人が安心して快適に歩けるまち 
・沿道商店街との連携による歩行環境の向上 
・歩車分離の強化による安全性の確保⇔商店街との共存  ・車両・自転車・歩行者を区分した道路網の形成 
・歩行環境の充実                   ・街路樹や沿道緑化など良好な景観の形成 

■安心快適な歩行空間の形成 
▲みどりある良好な景観 

街の中に集える場があるまち ・新たな場所づくり                  ・既存の場所の利活用 ▲交流できる場所づくり 

Ｂ 

多様な世代がつながり交流するまち ・新たな交流の場の確保、既存施設の利用    ・イベントの開催   ・人付き合いをサポートする情報の発信 ▲多世代交流の促進 

個性あふれる活気のあるまち 
・駅南口の再開発                   ・空き店舗の活用（商店街の活気づくり） 
・回遊性を促進する歩行者ネットワークの形成      ・来訪者を誘引する情報発信 

●個性を活かしたまちの活性化 

安全・きれいな住み心地がよいまち 
・伏見通りの改善、補助 132 号線の整備         ・ベンチ等休憩場所の設置 
・きれいの維持（清掃などボランティア活動の支援）   ・景観（植樹や花壇の設置等緑化の推進） 

■安全な歩行空間の形成 
▲きれいで住み心地のよいまち 

伝統・文化を大切にするまち ・区内大学との交流 ・既存の店舗、多様な店主の誘引による個性の創出   ・情報発信 ●伝統・文化・交流を大切にするまち 

Ｃ 

個性を守り育てる ・地区の個性を残すまちづくりの促進  ・空き家、空き店舗の利活用 ●個性を活かしたまちづくり  

あなたの居場所がある ・多様な出会い交流の促進        ・多様なイベントの開催    ・住民交流会 ▲交流づくり 

歩くのが楽しい ・自転車通行への対応       ・自転車利用者のマナー向上    ・街中案内の充実 ■安心な歩行空間の形成  

Ｄ 

活気のあるまち ・駅周辺における屋外活動と場所の確保     ・情報の発信     ・イベントの取組み ●まちの活性化  

多様な人に寛容なまち ・歩車分離やバリアフリーなど歩行環境の充実  ・人口構造の変化に対応 ■多世代に安心な歩行空間の形成  

安全・安心が感じられるまち ・既存公園の有効活用       ・集える場所の確保      ・歩行環境 ■安全・安心なまちづくり ▲集える場所の確保・公園活用 

成熟したまち ・路地裏など特徴あるまちの形成  ・落ち着ける休憩場所の確保  ・清潔なまちの維持 ●個性を活かしたまちづくり ▲清潔で住み良いまち 

Ｅ 

今のままのまち ・みんなで守るルール     ・交流の仕組み     ・思いやりの心の醸成    ・歴史を知る ▲良好なまち（現状）の保全 ●歴史の継承  

より安全・安心なまち ・駅前周辺の交通環境改善   ・公園整備       ・集える居場所づくり    ・街路灯の整備 ■安全・安心なまちづくり ▲集える居場所・公園整備 

活き活きした魅力的なまち － ●まちの活性化 

Ｆ 

安全で安心できるまち 
・災害時に対応できる道路整備   ・自転車マナーの教育強化   ・情報提供、訓練など災害への対応準備の強化 
・歩車、自転車の分離など歩行者の安全性強化 

■安全・安心なまちづくり 

ふところの深いまち ・開かれた自治会組織の促進    ・多様な人がふれあえる場づくり  ・多様な人が参加できる催しの開催・周知 ▲多世代交流の促進 

ここしかないまち ・良好な緑の保全、緑を楽しむ   ・イベントの開催   ・商店の活用・活性化   ・西荻独自の文化づくり ●文化を活かしたまちづくり ▲みどりを楽しむ 

子どもがのびのびできるまち ・公園・緑地・遊歩道など遊び場の確保 ・防犯カメラ網など見守り強化  ・独自技術者（匠）の子供教育への協力 ▲遊び場の確保 ■安全・安心なまちづくり ●技術の継承 

昨年度のまちづくり懇談会の総括（振り返り） 

【各班で共通するまちの将来イメージ】 

● 今のまち（らしさ）が残る（続く）まち   

■ 安心・安全なまち         

▲ 緑あふれ人に優しいまち 

・  暮らしやすいコンパクトなまち 

【各班で出された単独のキーワード】 

・インバウンド    ・情報発信   ・空家活用   ・教育・育てる 

・調和    ・流動性・多様性   ・自由  ・子ども  ・匠 

・自分たちで 

議題１資料―１ 



■ Ａグループの懇談結果（参加者：９名）   ・内容  ：参加者の意見  ※：当該資料用にまとめた内容（当日のグループ懇談の中で、模造紙にまとめられた項目名ではありません。） 

〇駅周辺の地区であることを活かし、『活気のあるまち』を視点として、どのようなまちの姿が望ましいか、目標として取りまとめるとともに実現に向けて必要な取組みについて意見交換がなされた。 
〇個性的な商店だけでなく、人が気軽に集まれる場づくりに着目した意見が多く挙げられた。 

まちづくりの目標 実現に向けた取り組み視点 

① 『個性ある（西荻らしい）魅力のあるまち』 

既存商店街 

 

 

 

 

新たな仕掛けづくり 

 

 

 

 

 

※個性ある商店を開店する起業者の支援 

※地域密着を促進する空き店舗の活用・店舗の創出 

 

 

 

※定期的な催しの開催による人集め・賑わいの創出 

 

 情報発信 

 

 

 

 
※沿道商店街との連携による歩行環境の向上 

 

② 交通（人・車） 『人が安心して快適に歩けるまち』 

 

 

 

※歩車分離の強化による安全性の確保⇔商店街との共存 

 

 

※車両・自転車・歩行者を区分した道路網の形成 

 

 歩行環境の充実 

 

 街路樹や沿道緑化など良好な景観の形成 

 

③ 集える場（広場） 『街の中に集える場があるまち』 

 

 

 

 

 

 

 

 新たな場所づくり（※駅周辺におけるオープンスペースの整備） 

 

 既存の場所の利用 

  

（その他） ハード⇔ソフト 大事 

（ハードとソフトの双方からのまちづくり） 

 

●地区への愛着                                ※他自治体との交流など 

下線：当日の懇談でグルーピングを再度整理し、グルーピングした意見 

・歩行者天国＋バス（公共交通）バス通りや商店街のところ   ・歩道の整備でなくハンプ・クランク活用した道路づくり（ゆるい歩者分離） 

・車の速度制限（ゾーン 20、30、ハンプ、ボンエルフ）  ・バスのう回路（吉祥寺の事例）  ・トラム（バスで代用）NISSAN と技術提携とか 

・おさんぽロード、ランニングロード、サイクリングロードなどの道路標示 

・電柱の地中化、２項道路の整備  ・街路樹（住宅地植樹）  

⇒現状安全な道路が分かるような仕組み（道路を作るタイミング） 

・歩きやすい 

・歩いて楽しい街（歩行者優先） 

・歩行者が安心していられる歩道の整備 

・歩いて楽しい 人が歩ける街 

・歩行者が安全に歩きやすい 

・楽しい街（個性ある商店） 

・個人商店（外から人が呼べる） 

・小規模で個性的なお店が多い街 

・暮らす楽しみがある街 

・世代にかかわらず街中に出掛けたくなる町 

・新しすぎない街 

 

・新しい商店を始める人への補助（空き店舗活用）  ・新規参入店舗補助金  ・出店・開店の場所として選んでもらえるよう２年は賃料優遇  

・はしご酒イベント   ・フェス開催   ・定期的な催し、祭り等の仕掛け作り 

・空き店舗を活用して情報発信スペースにしたり、休憩所作ったり  ・空き店舗と出店希望者のマッチング ・空き店舗 子供が経営（キッザニア） 

・商店街ごとの Web ページによる情報発信（SNS？）新施設の紹介等 ・西荻専用フリーペーパー発行、Web,SNS 活用    

・西荻案内所（個人サイト）の強化 ・情報発信の集約と最大化 ・西荻ポータルサイトをつくる ・コミュニティＦＭ局による情報発信  

・通り案内の情報掲示板（あえてアナログに） 

・人の顔が見える街（つながりがある） 

・年に１度くらいは大きなお祭りを 

・新しい情報発信とコミュニケーションが感じられる町 

・新規集合住宅１階店舗に 

 

・車道へのはみだし（店の看板など、店のアピールの仕方） 

・駅前再整備  道路を広場に（パブリックに開く） 

 

⇒バスに影響のない範囲で社会実験、仮にテーブルとイスを置くとか 

・学校・保育園の活用（校庭・園庭など） ・寺社活用（境内など） ・広場でイベント ・郵政宿舎は活用できないか 

・防災に強くなる駅南口を目指す  ・駅前の賑わい、憩い 

・街の中に集える広場がある町 

・緑の豊かな広々とした公園 駅から徒歩５分以内にほしい ・駅前に座れる広場、いこいの場など  ・空家の除却⇒公園・空地・ベンチ・トイレ ⇒エリアの端に設ける⇒まちの回遊性 

・人が集まる場所づくり（目的のあるもの） 

 

・西荻まちづくりファンド（住民が街のオーナー） 

・南口も西荻らしく再開発 ・街の人が土地のオーナー（愛着を持てるように） 

・他国とか他の都府県と姉妹提携とかありますか？ ⇒岡山県高梁市 

・外国、他地区との連携・提携 

議題１資料―２ 



■ Ｂグループの懇談結果（参加者：９名）   ・内容  ：参加者の意見  ※：当該資料用にまとめた内容（当日のグループ懇談の中で、模造紙にまとめられた項目名ではありません。） 

〇西荻の良さである多様な人々の交流、きれいなまち、伝統・文化の促進とともに、課題である活気の創出の観点を中心に意見交換がなされた。 

まちづくりの目標 実現に向けた取り組み視点 

① 多様な世代がつながり交流するまち 

 

 

 

 

 場の確保 

 

 

※人付き合いをサポー

トする情報の発信 

 ストック利用 

 対象 

 イベントの開催 

 
 

② 個性あふれる活気のあるまち 

 

 

 

 

 

駅南口の再開発 

 
 

※来訪者を誘引する情

報発信 

 ストック利用（※商店街の活気づくり） 

 

 

※回遊性を促進する歩行者ネットワークの形成 

 
 

③ 安全・きれいな住み心地がよいまち 

 

 

 

 

 

 

 

※伏見通りの改善、補助 132 号線の整備 

  
 

 

※情報発信手段 

※ベンチ等休憩場所の設置 

 
 

 きれいの維持（※清掃などボランティア活動の支援） 

 
 

景観（※植樹や花壇の設置等緑化の推進） 

 
 

④ 伝統・文化を大切にするまち 

 

 

※区内大学との交流 

 
 

※来訪者を誘引する情

報発信 

 既存の店舗、多様な店主の誘引による個性の創出 

 

 

 

下線：当日の懇談でグルーピングを再度整理し、グルーピングした意見 

 

・人と人のつながりのあるまち  ・子供からお年寄りまで楽しめるまち 

・世代交流のある・できるまち（コミュニティ、集い） 

・良い交流ができる 

・人が集まれるスペースが多くある街 

・小さくてもよいがスペース、空間が必要  

・世代別に集まれる場所をつくる（フリースペースをつくる、イベントの催行） 

・人の集まる場づくり（スペース、時間の工夫、夜間学校の開放） ・空き時間の利用 

・町内でイベントを行なう（複数回） 

・西荻ＳＮＳ発信（地

域住民、来街者） 

・情報発信と場の共

有 ・色んな立場の人に優しい道・施設（車いす、訪れた人、子育て、外国人、老人） 

・道路の拡充、広場（駅前）の設置  ・幼稚園とか銭湯とかスペースのある場所を開放してもらう 

・駅近く、商店街の高層化と再開発  ・飲み食いがよい 

・良い買い物ができる  ・活気のあるまち   

・個性的なまち（他にはないようなまち） 

・現在の古い建物のリノベーション   

・高架下を活用（クリエーターを呼び込む）  ・路地裏の活用 

・お互い様、多様性を認め合うまち 

・南口商店街の高層化   ・南口駅前広場の拡大   ・西荻飲み屋横町の耐震、防火対策の推進 

・空き家を格安で提供してもらいやる気のある人に営業してもらう   

・西荻商店会の意見を聞きながら西荻にない商店を勧誘してもらう 

・情報発信（ＴＶ等

を通じて） 

・ガード下商店街につながるミニ道路の設置 

 

・安全・安心して暮らせるまち  ・緑豊かでしかも防災も完ぺきな町 

・安全、犯罪のないまち ・安心して歩行できる街 ・歩行者に優しい街 

・歩いて楽しい町  ・無電柱化、道の広いまち  ・清潔な街 

・カラスやネズミが少ない清潔な町  ・緑豊かな環境（公園・街路樹） 

・女性が深夜でも一人歩きができる街  ・良い散歩ができる 

・住み心地がよい 

 

・駅中心半径 300ｍ範囲のバス通り無電柱化⇒植樹 ・バス通りの整備（電柱をなくす）  

・132 号線拡幅推進  ・商店街の拡張は簡単に広げられないので大型バスの一部を中型バスに変更してもらう⇒西荻窪発バス 

・ベンチの設置 

・ボランティア活動への区の助成   ・ゴミ箱の増設 

・花壇の増設や植樹を増やす   ・不要な看板、アーケード屋根撤去及び看板規制 

・携帯端末用各種施

設へのアクセス表

示、アプリ及びス

マートな案内板設

置（善福寺池、井

草神社） 

・伝統・文化を大切にするまち  ・文化豊かな町  ・いろいろ学べる 

 

・杉並区内大学との知の交流 

・古い店名、看板を残して新しい店をオープンさせる   

・多様な店主の店（例：外国人、ＬＧＢＴ、若いアーティスト） 

・情報発信まとめる

手段 



■ Ｃグループの懇談結果（参加者：７名）   ・内容  ：参加者の意見  ※：当該資料用にまとめた内容（当日のグループ懇談の中で、模造紙にまとめられた項目名ではありません。） 

〇スタートに時点で他地区の方針はどんな表現なのか質問があり、どこも似たような言葉だったので、あえて「〇〇なまち」とは言わないとか、「動詞」にするとか、他地区と違う方針を示すのも「西荻窪の個性」という視点で意見交換
が行われた。このグループでは「個性」を非常に重視している。 

まちづくりの目標 実現に向けた取り組み視点 

① 個性を守り育てる 

 

 

 

※地区の個性を残すまちづくりの促進 

 

 

 

 

 

※空き家、空き店舗の利活用 

 

 

 

※情報発信 

② あなたの居場所がある 

 

 

 

 

 

※多様な出会い交流の促進 

 

 

※多様なイベントの開催 

 

 

③ 歩くのが楽しい 

 

 

 

※自転車通行への対応 

 

 

 
※自転車利用者のマナー向上 

 

 

 
※まちを盛り上げる仕組み 

 

 

※施設の分散立地 

下線：当日の懇談でグルーピングを再度整理し、グルーピングした意見 

 

・空き家（店舗）、空き地の情報集約・発信  ・空き家、空き店舗の活用（チェーン店以外につなぐ） 

・新事業チャレンジ制度 

・個性を守り育てる（まち） 

・こじんまりしたかわいいまち   ・個人店が元気なまち 

・昭和っぽさ   ・西荻らしさを残す 

・西荻は古いけれども若い街 

・適度に古い建物を残す 

・再開発しない、タワマン造らない  ・狭い路地、小さい建物をどうしたら残せるか考え直す、都市計画道路の意義を考え直す 

・柳小路は残す 

・ゆるいあつまり ・祭り（全世代型へ） ・様々な、多様なイベントを開催（好きなものを選べる）  ・交流の場、機会づくり 

・町内会に入っていないマンション住人への対応  ・新住民ウエルカムパーティを年２回する 

・新旧住民の意見交換、交流会実施  ・西荻女子部必要  ・町内会制度の見直し  ・会長を替える  

・西荻文化遺産にする（残したい店を制度化する） 

・あなたの居場所のある街へ 

・多様なコミュニティがある   ・住んでいるあなたは大切な人 

・多彩な生活体験を提供する（まち）  ・人と人とのやさしいつながりの街 

・住人同士交流がある ・多様さを受け入れる ・旧商店と新しい店との交流 

・人々が協力して災害を最小限に抑えられる 

・（祭り）家の間口の前の整理、清掃の義務化 

・消防車が町内のすべてを通れる 

・歩行者ファースト（安全・快適）  ・自転車通行マナーがよいまち 

・高齢者・障害者が安心して外出できる街 

 

・駐輪場を増やす  ・自転車侵入禁止エリア（駅周辺）  ・道路使い分け（自転車専用レーン代わり） 

・道路を選んで車や自転車を走りづらくする（違反する、危険、スピードを出す場所がある） 

・見てわかる自転車のマナー作成  ・キーワードのチラシ・ステッカー  ・自転車の講習会を楽しいイベントの中で開催 

・歩行者優先（マナー・ルールを教える）ただし、間違った優先はキチンと直す事 

・商店街共通スタンプ   ・西荻案内所復活 

・施設を分散させる  ・住宅地に西荻らしいコンビニを作り駅前に自転車で来なくていいようにする 

・未来の西荻を紹介するムービーを作る 



■ Ｄグループの懇談結果（参加者：９名）   ・内容  ：参加者の意見  ※：当該資料用にまとめた内容（当日のグループ懇談の中で、模造紙にまとめられた項目名ではありません。） 

〇『様々な人が暮らせるようなまち』を西荻窪駅周辺地区のまちづくりの視点として、どのようなまちの姿が望ましいか、目標として取りまとめるとともに実現に向けて必要な取組みについて意見交換がなされた。 

〇誰もが安心してこのまちに暮らし続けることができるために必要なことに着目した意見が多く挙げられた。 

まちづくりの目標 実現に向けた取り組み視点 

① 活気のあるまち（商店街・住宅街） 

 

 

 

 

 

 取り組み 

※駅周辺における屋外活動と場所の確保 

 

 

 

 

 情報の発信 

 

 

 

 

 

② 多様な人に寛容なまち 

 

 

 

 

 

 

 
※歩車分離やバリアフリーなど歩行環境の充実 

 

 

 

③ 安全・安心が感じられるまち（バリアフリー、誰もが） 

「高齢化」・「交流」・「受け入れる」 

 

 

 

※既存公園の有効活用 

 

※集える場所の確保                   ※きれいで清潔なまちの維持 

 

 
④ 成熟したまち 

 

 

 

落ち着ける休憩場所の確保 

 

 
※路地裏など特徴あるまちの形成 

 

※街の活動がわかる 
 

下線：当日の懇談でグルーピングを再度整理し、グルーピングした意見 

 

・多様な人に寛容な町  ・老若男女が共存できるまち  ・流動性の維持 

・高齢化に耐え得る町  ・人口の増減、構成変化への対応 

・バリアフリーなまち 

・政策として人口の増加か減少のどちらかを前提に、建築の規制の見直し  ・居住者を増やすならそれを受け入れられるように 

・高層住宅制限（西荻らしさを残すために） 

・イベント（お祭り、商店街イベント、小中学校同窓会）告知  ・西荻 Web サイト  ・ＳＮＳの活用  ・コミュニティＦＭ 

・商店街が元気な街  

・活気のあるまち（イベント、公園、

駅など） 

・外に人がたくさんいる街 

 

・人に優しく歩いて楽しい町 

・歩いて楽しい街 

・歩いて楽しいまち 

・商店街と若いグループ等コラボ 

・歩車分離  ・平面移動できるメリットを活かす  ・道路の段差の緩和  ・電柱地中化（道路空間づくり） 

・区画整理など道路基盤をしっかりとする   ・安全をテーマに標語を募集して話題づくりのキャンペーンをする 

・安心・安全を感じられるまち  ・安心・安全なまち 

・人の顔が見えるまち  ・防犯・防災 安全な町 

 

・住宅内には公園はあるが寒々しい  ・公共トイレの増加  ・小規模公園では地域がオーナーになって対応する（カギなど） 

・喫煙スペースの確保、ベンチ ・ゴミ箱、捨て方をすてきに 

・歩行者天国（駅周辺）   ・南北のつながり、バスロータリーの整備（暗い、汚い、さみしい）⇒明るい西荻の入口へ 

・平日昼間活動の拡大   ・ふらりと集える場 

・市、マルシェ、フェスタ（色々な人が出店できるもの）  ・広場、イベント可能な規模の公園（駅だけでなく周辺、徒歩圏に）  

・こども食堂（大人も気軽に入れる感じ） 

・いろいろおやすみポイントのある街  ・児童公園の活用  ・道路と公園の間の広場的なスポット（ベンチ等がある） 

・路地裏のある駅前再開発 

・文化的な町  ・落ち着いた町  ・経済的に豊かなまち（高所得者以外にも） 

・お金がなくても楽しく暮らせる街  ・緑豊かでずっと住みたいと思えるまち 

・いろいろある街 住人・店主の様子がわかる（どんな人が住んでいるのかわかるような、個人の活動がわかるような） 



■ Ｅグループの懇談結果（参加者：８名）   ・内容  ：参加者の意見  ※：当該資料用にまとめた内容（当日のグループ懇談の中で、模造紙にまとめられた項目名ではありません。） 

〇現在のまちが好きで満足であり、現状のまちの継承を共有しながら、さらによりよいまちとする観点で意見交換がなされた。 

まちづくりの目標 実現に向けた取り組み視点 

① 今のままのまち 

 

 

 

 

 

 

 みんなで守るルール （※現状の街を保全するルールづくり） 

 

 

 つながる仕組み 

 

 

 

 

思いやりの心をもつ 

 

 

 歴史を知る（※地域の歴史の継承） 

 

 

② より安全・安心なまち 

 

 

 

 

 

 

 駅前周辺の交通環境改善 

 

 

 

 ⇒駅周辺への拡大 

 公園整備 

 

 

居場所をつくる 

 

 

 街路灯の整備 

 

 

③ 活き活きした魅力的なまち 

 

 

 

下線：当日の懇談でグルーピングを再度整理し、グルーピングした意見 

 

・変えない  ・大きな変化は求めません  ・いまのままが残るまち 

・今の暮らし（買物など）に便利なまち   ・永く住みたいまち 

・ちいさなコミュニティ（まち）   ・楽しく暮らせるまち 

・西荻らしい西荻（暮らす人が好きになる、住みたいまち）  

・ゴミが落ちていないまち  ・ゴミが少ない（美観を大切に） 

 

・防犯、防災から身を守れる（照明他）   ・安全なまち 

・安心して暮らせるまち（交通、防犯など） ・安全に暮らせるまち   

・歩行者が安全なまち（特に北口駅前など） 

・安全に歩きで回遊できるまち 

・弱者、高齢者や子どもにやさしいまち  ・弱者にやさしい 

・助け合えるまち  ・地域のつながりがあるまち 

・みんなの町（共存、共生、共有） 

・遠くからお客さんを呼べるまち 

 

・街の形をなるべく変えない、持続できる方法は（区の役割） 

・町会だよりをもっと多くの人に見てもらえる活動  ・町内会の活性化、情報発信  ・隣の人と顔のみえる関係づくり 

・となり近所のつながりを大事にする  ・マンション住人と地域住人との交流・融和（町内会） 

・犬の散歩とかウォ―キングを兼ねたまちの見回り・パトロール  ・地域通貨をつくる 

・自分の家のまわりでもそうじ、美しく保つ  ・人ごみの中でも自分より相手に思いやり 

・西荻の歴史を大切に 

・駅周辺の交通整備（特に北口）  ・車道の見直し（駅前の制限など）  ・バス道路の整備  

・駅前の道（自転車と人が安全に通れるようにする） 

・子どもや老人がくつろげる公園を作ってほしい   ・子供が遊べる公園が少ない 

・空きテナントの活用（こども食堂、シェルター、フードバンク、保育所のような施設）  ・居場所づくり（高齢者、多世代） 

・街路灯を増やして（特にアーケード内） 

・駅周辺の車の乗り入れを制限する 



■ Ｆグループの懇談結果（参加者：１０名）   ・内容  ：参加者の意見  ※：当該資料用にまとめた内容（当日のグループ懇談の中で、模造紙にまとめられた項目名ではありません。） 

〇安全なまちをベースに、現状で足りない箇所が改善され、よりよいまちとなる観点で意見交換がなされた。 

〇特に、地域コミュニティなど、人と人や、地域（町会）、お店、など、繋がりが希薄化しており、祭りを実施するなど、繋がりを創出する取組みが必要であるといった考えが多く示された。 

まちづくりの目標 実現に向けた取り組み視点 

① 安全で安心できるまち 

 

 

 

 

 

※災害時に対応できる道路整備 

 

※情報提供、訓練など災害への対応準備の強化 

 

 

 

 

 

※歩車、自転車の分離など歩行者の安全性強化 

 

※自転車マナーの教育強化 

 

② ふところの深いまち 

 

 

 

 

 

 

 

※開かれた自治会組織の促進 

 

※多様な人がふれあえる場づくり（ミナミ交流スペース） 

 

 

 

 
※多様な人が参加できる催しの開催・周知 

 

 

 
 

③ ここしかないまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※良好な緑の保全・緑を楽しむ 

 

 

 ※イベントの開催 

 

 

 ※商店の活用・活性化 

 

 

 

※西荻独自の文化づくり 

 

 

 

・自転車と歩行者が安全な街   

・安心して歩ける街、歩行者優先、車両（－） 

・道路の狭さも西荻窪の良さになっている、警察と連携して規制をかける（取

締り強化） 

・安全で安心できるまち（治安）  ・地震に十分備えている街    

・災害に強く安全に暮らせる町 

・災害時に対応できる道路の整備→動線以外はのんびり歩ける所   ・電柱を地下に埋める 

 

・子供や高齢者等の視点でとらえた不安全箇所の抽出、リスト化と対策実行（マップ化⇒対策） 

・防災（地震）に対して本当に危険なこと、所がどこにあるか共有 

・車の拠点、自転車の拠点まとめる   ・駅前は車、自転車進入禁止にしてもよいのでは   ・歩車分離の徹底、交通規制 

・自転車の乗り方教室（大人向け）  ・安全教室をする（危険を気付ける）  ・自転車の駐輪場を増やす（駅前、地下） 

 

・西荻から久我山、高井戸方面までいける動線づくり（緑地など見れるような）  ・緑地保護区域 

・グルメイベント開催  ・子供と地域のつながり、ハロー西荻などのイベントの参加 

・空き店舗（特に 1 階）を活用できるような働きかけができないか？オーナー訪問？  ・空き店舗の有効活用（防災倉庫にもなる） 

・ソフト面（コミュニティのしくみづくり等）を意識したハードづくり 

・文化の形成（交通のスピード、マナー、たばこなど過剰でない規制） 

・ここしかないまち  ・賑わいと落ち着きが共存している街 

・荻窪にも吉祥寺にもないものがある街 

・西荻らしさを住民自らが認識し没個性にならない街 

・今の西荻窪らしさを意識して継続させる 

・個人事業が栄えるような街  ・商店街が元気な街 

・都会の中の田舎を感じられる  ・のんびりできるいやしの街 

・神社とお祭りと身近なコミュニティ 

・緑豊かな静かな住宅街で空間にゆとりがある 

・地震等帰宅困難時の家族保護支援  ・災害対策日頃の訓練（地域）、危険な物の撤去  ・地震の避難訓練、地震の防火対策 

・まとまった広さの施設を作る、駅の近くで公園・商店街の荷捌き 

・
行
政
と
密
な
連
携
を
し
改
善
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
決
め
て
い
く 

・個人商店を応援する制度→家賃？ ・新しく出店する店は多いが、実際には商店会で活動していない、連携が始まらない 

・住んでいるだけではコミュニケーションは育たないので交流の場が必要→イベント  ・ミナミ交流スペース  ・駅前に核となる広場をつくる 

・コミュニティ、イベント、受身ではなく自分自身が動くそのきっかけをつくる情報発信  ・町内ごとのイベント開催 

・多様な存在がふれあえる場、国籍・年齢・性別・所得・障害…  ・地域間や世代間のやりとりができる機会をつくる  

・ふところの深いまち（許容・キャパ） ・全ての世代が暮らせる街   

・多様性を受け入れることのできる街 

・助け合いのできる街  ・助け合えるまち（顔のみえるまち） 

・いろいろな世代が共存できる   

・昔からいる人も新しい人も一緒に盛り上がれる 

・子ども・高齢者・弱者にやさしい街  ・高齢者と子供が共存できる 

・開かれた自治会組織（１人暮らしの方も参加可能な）   ・町会への入会 

・地域コミュニティボード（お互いの顔がみえる手法の検討）  ・イベント周知方法の見直し 

・告知⇔知らない（ギャップ）  ・受け入れるウェルカムな感じ 



 

④ 子どもがのびのびできるまち 

 

 

※公園・緑地・遊歩道など遊び場の確保 

 

 

※防犯カメラ網など見守り強化 

 

 

 

※独自技術者（匠）の子供教育への協力 

 

 

その他 考えよう！「住み続けるために守るモノ」「来てもらうために伸ばすモノ」 

下線：当日の懇談でグルーピングを再度整理し、グルーピングした意見 

・公園・緑地を増やす（砂場を走り回れる、子供の育成）  ・公園の整備、子供が安全に遊べる、公衆電話   

・遊歩道の保存、遊び場の保存 

・防犯カメラ網（通学路、公園、保育所など）  ・子供の見守り（下校時） 

・共働き世帯に対する子ども預かりの（公的）支援の拡充  

・子どもがのびのび  ・子育てするなら西荻で（安心・安全） 

・匠（エキスパート）の活躍 ・子供の生活環境づくりに必要な情報発信、催しなどでの西荻ならではの啓発など 
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